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二期作の２作目利用に適した夏播きサイレージ用トウモロコシ品種

［要約］ RM117~135 の５品種を比較した。倒伏及び折損の平均値は 61.6％及び 20.2％

であり、台風の影響で甚大な被害が発生した。TDN 収量の平均値は 62.4kg/a、有効雌穂

率の平均値は 44.8％、乾物中雌穂重割合の平均値は 30.4％と低く、台風による影響を

大きく受けたことにより、甚大な倒伏及び折損が発生し、収量および栄養価が低下した。
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［背景・ねらい］ 

 県奨励品種改訂の基礎資料として、トウモロコシ二期作栽培体系における２作目に利用

する品種の選定のため、市販されている品種を中心に飼料用トウモロコシの品種比較試験

を行う。 

［成果の内容・特徴］ 

1 RM117~135 の５品種（表１）を８月１日に播種し、11 月 19 日～20 日に収穫した。  

2 絹糸抽出期は、KD731、KE2800 および 30D44 は９月 25 日～28 日であり、特に交配

する時期の台風の影響は大きかった（表２）。 

3 収穫時の熟度は糊熟期～黄熟期であり、黄熟期に達した品種のミルクラインは

1.0～3.0 であった(表２)。 

4 倒伏及び折損の平均値は 61.6％及び 20.2％であり、台風の影響で甚大な被害が

発生した（表２）｡ 

5 病害は、根腐病が発生し、発生の平均値は 10.3％であり、さとみどり及び KD671

で多く発生した（表２）。 

6 TDN 収量の平均値は 62.4kg/a であった。（表３）。 

7 乾物中雌穂重割合および有効雌穂率の平均値は 30.4％および 44.8％であり、４

月播種試験の 47.3％および 97.7％、５月播種試験の 47.7％および 90.7％と比較し

て低かった（表３）。 

8 以上のことから、台風による影響を大きく受けたことにより、甚大な倒伏及び折

損が発生し、収量および栄養価が低下した。 

［成果の活用面・留意点］ 

1 ８~11 月の気象条件は、平均気温の積算温度は 2,586℃（平年差+91℃）、積算日照時

間は 636 時間（平年差+21 時間）、積算降水量は 468mm（平年差-228mm）であった。９月

30 日～10 月１日に台風等による強風及び大雨の影響があった。 

2 奨励品種に選定された品種はなかった。 
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